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 [第2図]S-3歪OJA-6号機で観測さ[第3図]観測された降下電子の速度分布関数に
 れた高周波プラズマ波動スペクトル基づいて計算されたZモード波,並びにホイス
 とオーロラ降下電子フラックスとのラーモード波の空間的成長率。横軸は,電子サイ
 対比。クトロン周波数で規格化した周波数。
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 論文審査の結果の要旨
 本研究は惑星をとりまく宇宙空間プラズマ中に,特に電子ビームによって励起されるプラズ
 マ波動を,惑星電波の起源に関連して究明したものである。
 古くから,地球周辺ならびに惑星から放射される電波については,高いエネルギーをもった
 粒子が直接に電磁波を放射させるというメカニズムが常識であったが,新しく,コーヒレント
 で縦波的性格の強いプラズマ波動が・電磁波に変換されるというメカニズムが,1970年代に入っ
 て提唱されるようになった。
 この研究は,この点に対して理論的な立場及び南極域で実施されたロケット観測データの解
 析の両面から詳細に検討したものである。
 まず第一部の理論は,木星電波放射や,地球オーロラ電波に適用することを主目的とするが,
 惑星電離層中に発生するプラズマ擾乱を媒体として,そこに侵入するZモード波が,しつモー
 ド波として変換され宇宙空聞に向って放射されることを,厳密に定式化数値計算したもので,
 これは従来提唱されてきた線形理論と重ねて統一的惑星電波発生理論の骨子をなすものとな
 る。
 第二部のデーター解析の結果四つのタイプの電界放射が,極域電離層に降下する電子ビーム
 によって励起されることが実証された。いま,宇宙空聞のプラズマ波動を特徴づける特性周波
 数として知られているプラズマ周波数f},,電子サイクロトロン周波数{cを用いて表現すると
 き,それぞれ放射周波数が
 i)f>fp,li)厩>f>fp
 l重量){c>f,iv){上200KHz
 という形で表わされる。
 本研究は,さらに,これらのタイプについてその発生のメカニズムを明らかにした。それは,
 極域に降下する電子ビームが,波動粒子禰互作用過程によって,プラズマ波動として発生し,
 Zモード波を通してしつモード電磁波に交換することを実証した。
 以上理論及び実験結果の解析の両面から,惑星電波の起源について,プラズマ波動及びZ
 モード波の重要性及びその存在を実証したもので,本論文は著者が,自立して研究活動を行う
 に必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって宮岡宏提出の論文は理学博
 士の学位論文として合格と認める。
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